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平成 30年８月期通期業績予想の修正に関するお知らせ 

当社は、最近の業績動向を踏まえ、平成 29年９月 26日の決算発表時に公表した平成 30年８月期（平成 29

年８月 21日～平成 30年８月 20日）の通期業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたしま

す。 

記 

１．平成 30年８月期通期業績予想の修正（平成 29年８月 21日～平成 30年８月 20日） 

（単位：百万円、％） 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 

（平成 29年９月 26日） 
80,000 1,550 1,500 550 20円 06銭 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 77,000 1,200 1,150 150 5円 45銭 

増 減 額  E A（Ｂ－Ａ） △3,000 △350 △350 △400 － 

増 減 率（％） △3.8 △22.6 △23.3 △72.7 － 

（ご参考） 

前期実績（平成 29年８月期） 
80,028 △2,849 △2,888 △4,421 △161円40銭 

２．修正の理由 

当第２四半期累計期間の実績において、第１四半期会計期間は期間を通して気温の変化が大きく、台風

の影響もあったことで秋物商品の販売が苦戦いたしました。前期不振だったウィメンズ部門に関しまして

は、売場改革や商品の展開方法の見直しにより改善傾向にはありましたが、十分な成果を得るには至りま

せんでした。また、キッズ部門に関しましては、定番商品のリニューアルを進める中、品揃えのバランス

を欠き、大きく苦戦いたしました。以上の結果、12 月度のブラックフライデーセールでの成功や、前倒し

で投入した春物商品の好調な推移などがあったものの、期間を通じて客数の回復を図れず、予想を下回る

結果となりました。 

通期の業績につきましては、当第２四半期累計期間の実績、足元の売上高の推移並びに今後の商品戦略

等を踏まえ、通期業績予想を上記のとおり見込んでおります。 

（注）上記の予想につきましては、発表日現在で入手可能な情報に基づき算出したものであり、実際の業績

は、今後の様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

以 上 




